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衝突体験から学ぶシートベルトの重要性
高速道路ＰＡにシートベルトコンビンサー出展

一般社団法人 日本自動車連盟（ＪＡＦ）佐賀支部（支部長 前田 博憲）は１２月１８日（土）、

九州自動車道 基山パーキングエリア（上り線／福岡方面）で実施される「高速道路における安全

運転キャンペーン」にシートベルトコンビンサーを出展します。

シートベルトコンビンサーとは、時速５ｋｍの衝突体験で

シートベルトの重要性が学べる車両です。体験を通じて、全

ての座席におけるシートベルト着用の意識向上を図ります。

ＪＡＦ佐賀支部は、今後もシートベルトコンビンサー等の

交通安全啓発資機材を用いてイベント等へ出展することに

より、様々な交通安全の啓発をおこなってまいります。

ＪＡＦ佐賀支部「後部座席を含む全席シートベルト着用」啓発中 

２０２０年１０月から１１月にかけて、警察庁とＪＡＦとの合同による「シートベルト着用状況全国調査」を

実施しました。調査の結果、佐賀県における後部座席同乗者のシートベルト着用率は、一般道路、高

速道路ともに全国平均を下回る結果となりました。 

後部座席同乗者着用率 一般道路（％） 高速道路（％） 

佐 賀 県 ２４．４ ６４．１

全国平均 ４０．３ ７５．８

このような現状から、後部座席を含む全ての座席におけるシートベルト着用を呼びかけています。 

「高速道路における安全運転キャンペーン」 

シートベルトコンビンサー出展概要 

◆日 時 ２０２１年１２月１８日（土）１０：００～（４時間程度） 

◆会 場 九州自動車道 基山パーキングエリア（上り線／福岡方面） 

◆内 容 シートベルトコンビンサーによる衝突体験 

このリリースへのお問い合わせは以下までお願いします。 
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